
良 好 な 環 境 を 活 ⽤ し た 観 光 モ デ ル 事 業

森⾥川海のつながりを観光資源へ
〜 は ん な ん 森 ⾥ 川 海 プ ロ ジ ェ ク ト 〜

「⼤阪湾ベイエリア南端から、環境価値を⾼める」

令和８年７⽉２８⽇

阪南市未来創⽣部



1991(平成3)年 市制施⾏(⼤阪府で⼀番新しい市)
⼈⼝ 49,065⼈(令和8年5⽉末時点)
⾯積 約36km2(約60％が和泉⼭脈の⼭林)

⼤阪市から約45km
和歌⼭市から約10km
関⻄国際空港から約20分

「⼤阪湾ベイエリア南端の
海と⼭が出会うまち」明⽯海峡

紀淡海峡

関⻄国際空港

阪南
市

阪南市の役割：⼤阪湾ベイエリアの環境価値を、学習・体験・保全へつなぐ





⽬指すべき姿（中⻑期ビジョン）
 観光・経済・環境の循環型ビジョン
「環境を活⽤した観光振興と経済循環の仕組みづくり」
 市⺠参加・世代継承型ビジョン
「市⺠と次世代が担う持続可能な環境保全コミュニティ」

地域の現状・課題
 ⼤阪都⼼圏にありながら、半⾃然海岸などの良好な環境が残り、
市内⼩学⽣向けの海洋教育も⾏っている。体験型コンテンツや
特産品など、観光資源の芽はあるものの、観光振興や受⼊体制
は未整備である。

・事業名︓『海と⼭が出会うまち』はんなん森⾥川海プロジェクト
・実施主体︓阪南市
・対象とする良好な環境︓ ⾃然共生サイトである『阪南セブンの海の森』

実施項⽬（事業内での取組）
 共通ストーリーの整理・⾔語化
 海を主軸としたモニターツアーの
実施・検証

 ⼭に関する成⽴条件の整理・検証
 評価指標の設定と⾒える化

実施項⽬（事業内での取組）
 海の現状把握、保全と活⽤施策
 ⼭の現状把握と課題整理
 海と⼭が出会うまちの⽅向性⽴案
 コンテンツの磨き上げ・課題整理

実施項⽬（⾃⾛化）
 ⺠間主導運営による事業⾃⾛化
（運営体制・収⽀モデルの確⽴）
 海を核とした環境配慮型ツアーの
実装

（受⼊体制整備・コンテンツ磨き上
げ含む）

実施主体、事業名などの概要

R7︓資源を知る

R８︓条件整理・検証

R９︓⾃⾛化に向けた実装



資源を知る（Ｒ７年度取組）

■阪南市沿岸域は
・森・⾥・川・海が連続する地形
・⾃然共⽣サイト（30by30）沿岸域認定第1号
■海⽔温上昇等による⽣態系変化の進⾏や⾚潮被害
■アマモ場の減少と漁場環境への影響
■年間50〜60トンが流⼊する⼤阪湾の海洋ごみ

海の現状と保全の取組（現状把握） 課題整理と活⽤に向けた⽅向性

アマモ移植アマモ花枝採取

■環境価値が観光・体験として⼗分に可視化されていない
■保全活動と来訪者体験の接続設計が未成熟
■担い⼿・関係⼈⼝は⼀定数あるが継続的関与の仕組み不⾜
■「環境×観光×経済」を貫くストーリー未整理

R7年度は「資源を知る」段階として、アマモ場再⽣など既存の保全活動を起点に、観光利⽤へつなげる課題を整理。
次年度以降は、環境価値を分かりやすく伝える体験設計と、収益を保全へ戻す仕組みづくりを検証する。



浪花酒造を核としたストーリーの構築（R８年度取組）

阪南市の核となるストーリーは「⼀滴の⽔の物語」です
・和泉⼭脈の森が⾬を蓄え、伏流⽔となる
・300年以上枯れない井⼾⽔が浪花酒造の酒を⽀える
・その⽔は川を通じて⼤阪湾へ注ぎ、アマモ場や海の⽣
態系を育む

• 酒を守ることは、⽔を守ること
• ⽔を守ることは、森を守ること
• 森を守ることは、海を守ること

• この循環を、阪南市ならではの観光価値として発信
する。

酒を守ることは、⽔を守ること
⽔を守ることは、森を守ること
森を守ることは、海を守ること



取組内容詳細︓モニターツアーの実施（Ｒ７〜８年度取組）
地元産品堪能ツアー

〜宿泊型リジェネラティブツーリズム〜
環境を学び、地域に還元する再⽣型観光

⾃然農法＋海の体験ツアー



参加者の意識にも変化が⾒られました
 モニターツアー結果
モニター全体満⾜度︓4.83点（5点中）
●良い点・悪い点など（気づき）
・「⾃然」と「伝統（⼿仕事⽂化）」のバランスが取れている点が魅⼒。
・地元の⽅々が⾃分の地元についてニコニコと話していて魅⼒を知れたし、とても親切でした
・あまり環境には興味はなかったが、話を聞いているうちにもっと学んで⾃分たちでも活動したいと
思った

・浪花酒造はコンテンツの質が⾮常に⾼いため、欧⽶豪向けプロモーションでは特に強調したい。
・海のアクティビティは他エリアとの差別化が難しい可能性がある。
・歴史的背景を含むストーリー性（コンテンツ）があると良いと思った。
●あれば良いと思う体験
・通年で体験できるプランが欲しい。
・英語表記があると、より良い。
・浪花酒造での「お茶」体験があると良い。

今後の展開
歴史的背景やストーリーの説明の更なる充実
「一滴の⽔の物語」を軸に、海・⼭・酒蔵・⾷をつなぐ
インバウンド対応の強化（英語表記、受⼊環境・設備の充実）
他コンテンツと融合した「阪南市ならではのツアー」の磨き上げ




